
（仮称）小山市都市づくりのマスタープラン
第1回 市民懇談会
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Chapter 1 まちづくりの理念

■「田園環境都市 小山」とは

 本市の最上位計画である第８次小山市総合計画において、本市のまちづくりの中心的な
考え方である『田園環境都市 小山』が示されています。

 田園環境都市とは、「交通利便性の高さに加え産業のバランスがとれた都市と、その周
辺に広がる農地や平地林の自然豊かな田園環境が調和した本市のすがた」と定義されて
います。

 同計画の基本理念は、「市民との対話と連携・協働による『田園環境都市 小山』を未来
につなぐ持続可能なまちづくり」となっており、「市民との協働」や「自然環境への配
慮」が求められています。

 「（仮称）小山市都市づくりのマスタープラン」においても、最上位計画で示された
『田園環境都市 小山』をまちづくりの理念として位置づけることにしました。

動画使用
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Chapter 1 まちづくりの理念

■持続可能な「田園環境都市 小山」のまちづくりを目指して
 本市では、持続可能な「田園環境都市 小山」のまちづくり実現に向け、第８次小山市総合計画
（2021年3月）をはじめとした各種計画の策定／改定に取り組んでいます。

 また小山駅周辺においては、市と市民・企業・団体が協働で、まちの将来像を示す「まちづくりプ
ラン」の検討を行っています。

小山市第８次小山市総合計画
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Chapter 1 まちづくりの理念

■「都市計画マスタープラン」及び「緑の基本計画」とは

 緑の基本計画
市町村が、緑地の保全や緑化の推進に関して、その将来像、目標、施策などを定める

基本計画です。これにより、緑地の保全及び緑化の推進を総合的、計画的に実施するこ
とができます。（都市緑地法第４条）

 都市計画マスタープラン
栃木県が定める都市計画区域マスタープラン及び本市の議会の議決を経て定められた

本市の建設に関する基本構想に即し、市町村が都市計画の基本を定めるものです。（都
市計画法第１８条の２）
住民に最も近い立場にある市町村が、その創意工夫のもとに住民の意見を反映し、ま

ちづくりの具体性ある将来ビジョンを確立し、あるべき「まち」の姿を定めるものです。

動画使用
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Chapter 1 まちづくりの理念

■「（仮称）小山市都市づくりのマスタープラン」とは

 「第8次小山市総合計画」に示す「田園環境都市 小山」の実現に向け、都市と緑を一
体的に捉え、将来都市像を描き、共通した施策を展開していく必要があるため、ともに
改定時期を迎えている「都市計画マスタープラン」と「緑の基本計画」を一本化し、
「（仮称）小山市都市づくりのマスタープラン」として策定します。

 人間生活において自然環境の重要性は高く、都市における緑地計画、公園計画は都市計
画の大変重要な要素のひとつとなっています。しかし従来の都市計画マスタープランは、
道路等の都市施設の配置や整備に力点が置かれ、緑に関しては、別途緑の基本計画等で
詳細に計画するという考え方が主流でしたが、近年のSDGｓ（持続可能な開発目標）と
いった時代潮流を踏まえ、都市と緑を切り離してまちづくりを考えていくよりも、一体
的に捉えることが持続可能性や自然環境への配慮のために合理的だと考えらえるように
なってきました。

 「 （仮称）小山市都市づくりのマスタープラン」では、従来の都市計画マスタープラン
の骨格を有しながらも、緑をより一層掘り下げて検討することで、良好な都市環境の形
成に資する都市づくりのマスタープランを作成します。

動画使用
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Chapter 1 まちづくりの理念

■ （仮称）小山市都市づくりのマスタープラン改定のポイント

 「交通利便性の高さに加え産業のバランスがとれた都市と、その周辺に広がる農地
や平地林の自然豊かな田園環境が調和した」本市の現況に、気候危機への対応や
SDGsの実践として低炭素化、流域治水、グリーンインフラ等に関した施策を落と
し込むためには、市域の環境がこれまでにどのようにかたちづくられ、どのような
成り立ちを持つのかを知ることが求められます。

 このことから、都市のこれからを息長く「持続可能」に構想して都市づくりのマス
タープランを策定することが求められていると考えます。そして、市域における自
然の歴史と人間の歴史およびこれら相互の関係、つまりは人間を含む生態系の変遷
の歴史を長期的かつ総合的に調べる方法として、本市の風土の成り立ちに着目した
風土性調査を導入することとしました。

動画使用
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Chapter 2 小山市の現況

■人口

・小山市の総人口の将来展望（独自推計による長期的な見通
し）では、2060年に総人口 約15.1万人の維持及び人口
構造の若返りを目指しています。
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出典：第２次小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和2年）

・なお、図にはありませんが、2020年に初めて人口減少に転じたものの、将来人口推計減少割合
は同規模都市と比較して少ない見通しとなっています。
（2045年/2015年: 91.5%、同規模都市80%）

・また、外国籍居住割合が高いのも小山市の特徴と言えます。（4.2%、同規模都市1.7%）

・小山市も人口減少のフェーズに入りつつ
あるものの、周辺市町と比較するとごく
わずかな人口減少で留まっています。

動画使用
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Chapter 2 小山市の現況

■用途地域
・小山市全域が都市計画区域であり、市街化区域19％、市街化調整区域81％となっています。
・用途地域としては、住居系６６％、商業系6％、工業系２８％となっています。
・思川西部等、面的整備を行ったエリアは市街化編入しているものの、市街化区域は
あまり拡大しておりません。（2021年/1970年：約10％増）

動画使用
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Chapter 2 小山市の現況

■市街地開発事業の
実施状況

・城南地区など全21地区、約1,244haの土地区画整理事業を実施し
てきました。

・土地区画整理事業は昭和40年（1965年）代から進められ、当初は
市施行が主流だった一方、近年は組合施行で行われています。

・小山駅周辺においては高度利用地区を設定し、土地/建物の高度利用
を図っています。

・城山町三丁目第一地区や城
山町二丁目第一地区等で
は、組合施行による再開発
事業が行われました。
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Chapter 2 小山市の現況

■都市計画道路 ・計画延長153,305mに対し、116,355mが整備済み（整備率75.9%）
・長期未着手の都市計画道路が存在しています。
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Chapter 2 小山市の現況

■公共交通
・小山駅で JR 宇都宮線、両毛線、水戸線が交差する交通結節点であり、鉄道の利
便性が高い（交通分担率13.9％、同規模都市※7.4％）

・JR 東北新幹線の停車駅で、東京まで約 40 分と首都圏への交通アクセスに優れる
・バスの利用率が低い（交通分担率0.8％、同規模都市2.8％）
・公共交通利便性の高いエリア（駅 1km、バス停 200m以内）にある住宅の割合
が低い（28.8％、同規模都市53.1％）

・日常生活サービスの徒歩圏充足率が低い
（1.9％、同規模都市31.4％）

※10～40万人の全国都市

動画使用
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Chapter 2 小山市の現況

■都市公園
・都市公園は計167箇所、約148.9haが整備・供用されています。
・内訳としては、街区公園144箇所、近隣公園11箇所、地区公園が4箇所、総合公
園2箇所、運動公園3箇所、墓園1箇所、その他公園2箇所となっています。

・市街化区域における、都市公園から800m以内の人口カバー率が高くなっておりま
す（96.9％、同規模都市92.4％）が、一方で市民一人当たりの公園面積が少ない
という課題があります。（8.90㎡、全国平均10.10㎡）

動画使用
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Chapter 2 小山市の現況

■防災
・土砂災害警戒区域が8箇所、土砂災害特別警戒区域が5箇所、急傾斜地崩壊危険区域が

7箇所指定されています。
・浸水想定区域に市街地はほとんど含まれておりませんが、大行寺地区や間々田地区
は、市街地の一部に浸水想定区域が指定されています。

（2018年8月発行）

動画使用
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Chapter 2 小山市の現況

・市内における農家数は1970年以降減少しており、専業農家は微減、兼業農家は大幅減となってい
ます。

・市街化区域の人口は1970年以降増加しており、市街化調整区域の人口については1990年以降は
減少しています。

■区域区別人口と市内農家数

（出典：農林業センサス）
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Chapter 2 小山市の現況

・農地（経営耕地面積）は、1970年以降減少を続けています。
・一方で、農業、農村の有する多面的機能の維持、発揮を図る地域の共同活動（非農家も参加）が
盛んで、カバー率※が高い状況です。（市内84.3％ 県内40.0％）

・市街化調整区域内の宅地面積は、1990年以降緩やかに減少しています。
・一方で、市街化調整区域内の道路面積は増加しています。
・また、市街化調整区域内における開発許可による宅地開発の合計（2006年から2021年まで）
面積は約68.3haで、市街化調整区域宅地面積の約５％を占めます。

■農地および市街化調整区域の土地利用状況

（※カバー率：全体の農振農用地面積に対し、多面的機能の維持、
発揮を図る活動の対象となる農用地面積の割合）

5634 5724 5692 

2892 2435 2486 

1098 1004 972 

1366 
1333 1447 

2103 
1519 1468 

553 
1239 1034 

292 232 275 
67 428 460 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

1990（H2） 2005（H17） 2020（R2）

市街化調整区域の土地利用の推移

田 畑
山林 その他の自然的土地利用
宅地 道路用地
公共施設・交通施設 空地

9,416 

7,754 

6,632 
5,922 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

1970（S45） 1990（H2） 2005（H17） 2020（R2）

経営耕地面積の推移

経営耕地面積

haha

17（出典：農林業センサス、都市計画基礎調査）
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Chapter 3 上位計画及び関連計画

■第８次小山市総合計画
・2021年3月策定
・将来都市像：「ひと」「まち」「くらし」がいきいき 未来へつながる おやま
・まちづくりの基本理念：市民と対話と連携・協働による「田園環境都市 小山」を未来につなぐ
持続可能なまちづくり
市民とともに進める 支え合い認め合う ひと・行政づくり
魅力ある地域資源を生かした 住み続けたい まちづくり
豊かな自然との共生と 安全で安心できる くらしづくり

・基本構想期間：2021年度～2025年度［５ヵ年］

現状値 目標値

総人口 167,730[人] 167,000[人]

「市民フォーラム」の開催 546[人] 800[人]

高収益農業生産拡大事業 129[億円] 150[億円]

新規就農者及び担い手の育成・確保 461[人] 500[人]

多面的機能支払交付金事業 84.3％ 90.0％

地区まちづくり推進事業 38[団体] 41[団体]

地区計画策定事業 1,648[件] 2,150[件]

・現計画の目標値に対する実績値
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chapter 3 上位計画及び関連計画

■小山栃木都市計画区域マスタープラン
（小山栃木都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）

・2021年3月に栃木県が策定
・目標：①誰もが暮らしやすくコンパクトな都市づくり

②誰もが安全でスムーズに移動できる都市づくり
③持続可能で効率的な都市づくり
④新技術を活用した環境にもやさしいスマートな

都市づくり
⑤とちぎの魅力や強みを活かした都市づくり
⑥医療や福祉、産業、環境など各種政策と連携し

た都市政策の展開
⑦多様な主体と協働・連携した都市づくり
⑧都市のマネジメント

・目標年度：2025年、2035年
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chapter 3 上位計画及び関連計画

■現行計画：都市計画マスタープラン

・2005年1月策定
・目標：緑陽優美・ふれあい あんしん都市 おやま
・都市づくりの基本目標：

① 快 適 ：住みやすく快適・便利な都市基盤の整備
②環境・共生：豊かな自然や歴史を活かした環境共生型の都市構造の構築
③安全・安心：安全で安心して暮らせる都市環境の形成
④活力・産業：活力ある自立的・発展的な都市機能の充実
⑤ 美 観 ：魅力的で美しい都市景観の創出
⑥ 地 域 ：地域特性を活かした特色ある地域環境の整備

・目標年次：2020年
・将来人口フレーム：164,000人

将来都市構造図

基本目標のイメージ
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chapter 3 上位計画及び関連計画

■地区まちづくり構想

・小山市地区まちづくり
条例を2005年4月施行

・市民と行政との協働の
まちづくりを推進

・地域住民が主体的に地
元まちづくり団体を立
ち上げ、自分のまちの
将来像（まちづくり構
想）を考え、その構想
の実現に向けて市民と
行政が協働で取り組む

・活動実績
「まちづくり研究会」

２団体
「まちづくり推進団体」

３６団体
「まちづくり構想」認定

２４地区

動画使用
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chapter 3 上位計画及び関連計画

■現行計画：緑の基本計画
・2006年3月策定
・基本理念：母なる思川の恵みを活かし、市民とともに 次代に引き継ぐ「水と緑と大地」の回廊づくり
・基本方針：水の回廊づくり…水を活かす

緑の回廊づくり…緑を活かす 暮らしに活かす
大地の回廊づくり…歴史を活かす

・目標年度：2020年

2006年目標値 2020年実績値

公園種別 箇所数
[箇所]

面積
[ha]

一人当たり公園
面積[㎡/人]

箇所数
[箇所]

面積
[ha]

一人当たり公園
面積[㎡/人]

街区公園 171 29.6 1.8 144 25.6 1.5

近隣公園 23 40.6 2.4 11 16.2 1.0

地区公園 6 24.0 1.4 4 16.0 1.0

総合公園 1 20.6 1.2 2 27.5 1.6

運動公園 2 40.0 2.4 3 52.9 3.2

墓園 1 7.1 0.4 1 7.1 0.4

その他公園 1 20.0 1.2 2 3.5 0.2

都市公園計 205 181.9 10.8 167 148.9 8.9

・現計画の目標値に対する実績値

※

※計算の都合上、合計数にズレがあります。



24

chapter 3 上位計画及び関連計画

■立地適正化計画

・2020年１月公表・運用開始
・都市まちづくりの方針：交通の要衝としてのアドバ
ンテージを最大限に活かした 住みたい・住み続けたい
と思われる 魅力ある環境づくり
・方針ごとの施策・誘導方針（ストーリー）：

方針① 街なかへの居住と都市機能の誘導
方針② 移住・定住人口増加に向けた快適な住環境

の形成
方針③ 公共交通ネットワークの充実

・目標年度：2040年

指標
基準値

（2015年）

目標値

短期
（2025年）

長期
（2040年）

小山駅周辺都市機能誘
導区域内の人口密度

52人/ha 55人/ha以上 60人/ha以上

間々田駅周辺都市機能
誘導区域内の人口密度

34人/ha 36人/ha以上 40人/ha以上

・まちなか（都市機能誘導区域内）の居住人口の増加

目指すべき都市の骨格構造
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chapter 3 上位計画及び関連計画

■総合都市交通計画
・2020年3月策定
・理念：小山の産業・ひと・未来を支える活力と魅力ある交通環境づくり
・目標年度：2020年～2040年

現況値 目標値(2040年)

まちなか歩行者通行量 2,479人 2,800人

中心市街地への通過交通の流入台数 43 38[千台/日]

国道50号の混雑度 1.2 1.0未満

コミュニティバス利用者数 71.3万人 210万人

利便性の高いバス人口カバー率 25% 65%

自家用車の交通機関分担率 69% 60%

高齢者外出率 58% 65%

自動車交通からのCO2排出量 28.9 21.3[万t-CO2]

・目標値
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chapter 3 上位計画及び関連計画

■第4期おやま地産地消・食育推進計画
・2019年3月策定
・基本理念：市民一人ひとりが おやまの食と農を尊重した食生活を送り 健康で豊かな社会の実現と

活力ある小山市を目指します
・基本方針：「食」を支える「農」をもっと身近に

パパ・ママからはじまる小山の食育
食育の「わ」（和・輪・環）を広げよう

・目標年度：2023年

主な目標 現状値
（2018年）

目標値
（2023年）

地産地消の意味まで
知っている人の増加 73.7% 80%

小山市産・県内産を優先して
購入する人の増加 17.0% 20%

学校給食における小山市産野
菜・米を使用する割合の増加 22.4% 30%

農林漁業体験を
経験した人の増加 52.2% 60%

ふゆみずたんぼ米の
生産量の増加

24.4トン 30トン

・学校給食における地元農畜産物の使用割合
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chapter 4

市民アンケート調査
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chapter 4 市民アンケート調査

・調査対象：小山市在住で無作為抽出により選ばれた市民
・配布票数：2,400票
・回収票数：790票（回収率33％）
・実施期間：令和3年１０月２０日～令和3年11月３０日

調査項目 概要
Ⅰ 基本属性 ・性別

・職業

・居住年月

・年齢
・居住地（地区）

Ⅱ 小山市のまちづくりにつ
いて

・小山市の将来像 ・満足度

Ⅲ お住まい周辺の緑・自
然環境等について

・みどりの総量の方向性
・みどりに関する活動への参加意向
・自然等とのふれあいの有無
・自然環境を守る取り組み
・コウノトリの取り組み

・みどりに関する活動
・自然環境等の魅力の変化
・自然環境を守りたい場所
・コウノトリの評価

・持続可能なまちづくりを進めるための取り組み

Ⅳ 小山市のこれからの都
市基盤整備等について

・日常生活への影響
・問題に対する取り組みの方向性

・公園の要望

・まちづくりの方向性
・公園の数や配置

Ⅴ 小山市に期待すること
や意見

・自由回答

■概要

動画使用
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chapter 4 市民アンケート調査

■結果概要

問１－６．定住意向

ずっと住み続け

たい

36.6%

どちらかといえ

ば住み続けた

い

29.9%

どちらともいえ

ない

18.9%

機会があれば

移りたい

10.3%

すぐにでも移り

たい

2.2% その他

0.8%

無回答

1.5%

総数

790

１．定住志向 問２－１．希望する小山市の将来像

45.6

33.0

26.1

25.2

25.1

21.9

19.9

17.1

14.4

13.0

9.7

9.6

7.6

7.1

4.1

3.0

2.8

1.3

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

身近な生活環境が整ったまち

鉄道や路線バスなどの公共交通が充

実し、自家用車以外でも移動できる…

都市と田園が調和した持続可能なまち

誰もが安心して暮らせる防災の進んだ

まち

道路が適切に整備・管理され、交通渋

滞や交通事故がないまち

医療施設が充実したまち

子育て・教育の環境が整ったまち

大規模な商業施設や店舗が充実した

まち

高齢者や障がい者等に配慮したバリア

フリーのまち

公園・緑地等が整備されたまち

多様な生物が生息する自然を大切に

保全・活用したまち

街並みや景観が整備されたまち

中心市街地に活気やにぎわいがあるま

ち

文化的な公共施設やコミュニティが充

実したまち

史跡などが保存・活用されたまち

工場や研究機関が集まった工業のま

ち

人が集まるイベントが多いまち

その他

無回答

総数=790 （複数回答）

２．希望する将来像

・住み続けることに前向きな人は約２／３と
なっている。

・生活環境の整備、公共交通の利便性、都市と田園の調
和した持続可能なまちが、高い結果となっている。

動画使用
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chapter 4 市民アンケート調査

■結果概要

３．生活環境の満足度（総合的な暮らしやすさ）
４．生活環境で満足・不満に感じる上位の項目

・「総合的な暮らしやすさ」に満足している人
は、不満に感じている人より多い結果となっ
ている。

・満足している項目は、「身近な買い物の便利さ」「騒
音・日照・通風等の周辺の居住環境」「鉄道の利便性」

・不満に感じる項目は、「歩行者の安全性」「道路の舗装
や雑草などの管理状況」「路線バス等の利便性」

問２－２．生活環境の満足度／27．総合的な暮らしやすさ

不満

3.9% やや不満

14.1%

普通

49.9%

やや満足

27.0%

満足

4.8%

無回答

0.4%

総数

790

動画使用
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chapter 4 市民アンケート調査

■結果概要

５．「緑地の保全」と「緑化の推進」についての考え

・緑地の保全や緑化の推進については、前向きな意
見が多数を占めている。

６．「緑地の保全」に関連し、平地林を守るた
め必要なこと

・平地林を守るには、行政による支援を望む人
が約７割である。

問３－２．「緑地の保全」に関連し、平地林を守るため必要なこと

69.1

52.4

28.9

20.9

13.3

1.6

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

行政による支援の促進

所有者の協力

ボランティア活動

規制の強化

平地林などを保全するための目的税

や基金の創設

その他

無回答

総数=790 （複数回答）

動画使用
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chapter 4 市民アンケート調査

■結果概要

７．普段の生活や過去の経験、思い出などから
豊かな自然環境を守りたいと思う場所

・豊かな自然環境を守りたい場所としては、公
園や公共施設が最上位となっている。

問３－７．普段の生活や過去の経験、思い出などから豊かな自然環境を守りたいと思う場所

問３－８．豊かな自然環境を守るためには、必要な取り組み

59.2

54.1

50.4

41.3

28.7

2.4

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

公園や公共施設

川やため池などの水辺

神社や寺などを含む平地林

畑や田んぼなどの農地

自宅の庭先

その他

無回答

総数=790 （複数回答）

８．「田園環境都市 小山」として優れた地
域資源を生かし、持続可能なまちづくりを進
めるために、重要な取り組み

・自然再生エネルギーが重要視されている。
問３－11．「田園環境都市・小山」として優れた地域資源を生かし、持続可能なまちづくりを進めるために、重要な取り組み

58.5

46.6

45.8

41.8

22.9

1.9

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

できるだけ環境に害を与えずに再生可

能エネルギーを利用する

気候危機への対策に本格的に取り組

む

生物多様性を守る意義と方法への理解

を広める

樹林や農地などにCO2が取り込まれる

効果を積極的に生かす

田園部と都市部の住民の交流により市

域がより豊かに体験できるよう図る

その他

無回答

総数=790 （複数回答）
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chapter 4 市民アンケート調査

■結果概要

９．人口減少等の問題に対応し今以上に快適に
暮すために今後、行っていくべきまちづくり

・コンパクトシティに賛同する意見が過半数を
占めている。

１０．市内で慢性的に発生している交通渋滞など
の問題に対し、効果的な取り組み

・既存の道路の拡幅や再整備が、渋滞緩和のために
望まれている。 問４－３．市内で慢性的に発生している交通渋滞などの問題に対し、効果的な取り組み

60.1

45.3

37.1

21.6

6.2

3.5

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

既存の道路の拡張や再整備

公共交通を利用しやすい環境の整備

利用しやすい歩道や自転車道の整備

新たな道路の整備

カーシェアリングの充実

その他

無回答

総数=790 （複数回答）

動画使用
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chapter 4 市民アンケート調査

■結果概要

１１．今後の公園の数や配置について、行っていくべきこと

・公園数は十分と認識されているものの、そのリニューアルが望まれている。

動画使用
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chapter 4 市民アンケート調査

■結果とりまとめ

① 市街地の拡大を望む声は少ない

② 総合的な暮らしやすさに満足している人は不満に感じる人より多い

満足度高い：身近な買い物の便利さ、騒音・日照・通風等の周辺の居住環境、
鉄道の利便性など

満足度低い：歩行者の安全性、道路の舗装や雑草などの管理状況、
路線バス等の利便性など

③ 渋滞対策として、既存道路の再整備を望む意見が最も多い
また、公共交通（バス）や歩行者・自転車道の整備を望む意見も多い

④ 公園数の増加より、既存公園のリニューアルを望む声が大きい

⑤ 緑地の保全、緑化の推進を望む声が大きい

主な意見：

動画使用
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Chapter 5

風土性調査
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Chapter 5 風土性調査
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Chapter 6

今後の方向性（案）
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今後の方向性（案）chapter 6

■強み、課題、方向性について

鉄道の利便性の高さ

北関東で有数の工業都市

都市と田園が調和

人口減少がわずか

小山駅周辺の再開発が進展中

多くの土地区画整理事業が
既に実施済

都市計画道路の高い整備率

都心までの距離の近さ

高速ICまでの距離の近さ

市街化区域内の都市公園の
高いアクセス性

市街化区域の多くが
浸水想定区域外で安全

日常生活サービスの利便性の低さ

バスの利便性の低さ

徒歩による生活利便性の低さ

財政状況の高い健全性 等々

地産地消・食育を推進

人口減少の始まり

農地面積の減少

市街化調整区域内の開発許可件数の多さ

都市計画道路の長期未着手路線の存在

市民一人当たり公園面積の低さ

市街化区域の一部が洪水浸水想定区域内

市街地の交通渋滞

農地や平地林の保全の必要性

水と緑の保全・ネットワーク化の必要性

市街地の空家・未利用地の増加

まちづくりを通じてのSDGｓへの対応

強み

優れた自然環境（渡良瀬遊水地等）

風土性調査結果の活用

まちのコンパクト・
プラス・ネットワーク化

市民参画・協働

公園緑地機能の
保全・強化および

農村環境の維持・保全

グリーンインフラの推進

課題

地区まちづくり団体による地域
特性を活かすまちづくり活動

市民と行政の協働のまちづくり

市民意見・意向の市政への反映

多様化・複雑化する市民ニーズへの対応

方向性

農村の多面的機能維持・発揮
活動カバー率が高い

農家人口の減少による農村活力の低下

動画使用
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今後の方向性（案）chapter 6

①市民参画・協働

 前回までの都市計画マスタープラン策定とそれに基づく小山市地区まちづくり条例制定、地区まち
づくり活動への市民の積極的参画が行われてきたことを大切に、市民・企業・小山市が、共に、地
域の課題の解決に取組み、魅力ある地域づくりを積極的に展開する協働のまちづくりを、さらに力
を入れて推進する

 効果的に情報発信し、市民意見を広く聞き、市民が市政に参画しやすい環境の整備を図る
 発信・公開する情報には風土性調査の成果を含め、市民がつくる地区まちづくり研究会・推進団体

による地区まちづくり構想の地域的な検討、充実を支援する

市民参画・協働のイメージ地区まちづくり構想(町谷地区)

（2021年度 小山市まちづくりワークショップ）

動画使用
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今後の方向性（案）chapter 6

 地球規模の気候危機やこれに伴う災害の激甚化から食料・水資源危機への懸念までに対応し、地域
単位で自然環境の保全に取り組む必要があることが、国際社会で確認し合われている。このことか
ら、地域の自然環境 (地形・地質、植生等) が持つ防災・減災その他のさまざまな機能を生かす、
「グリーンインフラ」の考え方を小山市の風土性に合わせて応用することを図る

 具体的には、自然環境が有するさまざまな機能（生態、保健・衛生、熱環境調整、低炭素化、雨水
の地下浸透促進による流出抑制、風水害への防備、火災時の延焼防止等）を有効活用して、防災・
減災を図る

 グリーンインフラの推進も含んだ自然環境の保全を基礎として、持続可能なまちの風土形成を図る

※「グリーンインフラ」の定義（国土交通省）：「グリーンインフラ」とは、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有す
る多様な機能（生物の生息の場の提供、良好な景観形成、気温上昇の抑制等）を活用し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進めるもの。

②グリーンインフラ※の推進

（出典：横浜市） （出典：国土交通省）

動画使用
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今後の方向性（案）chapter 6

③まちのコンパクト・プラス・ネットワーク化

 人口減少社会においても、人の身の丈に合い人間的でもある、コンパクト・プラス・ネットワーク
のまちづくりを進め、持続可能な都市を目指す

 市街地（主に市街化区域）は、まちなかを始めとして、ウォーカブルシティの実現と歩行者・自転
車道の回遊性ネットワークを形成していく

 郊外部（主に市街化調整区域）は、農業の担い手確保や事業継承を支える住環境の整備および都市
の生活サービス機能へのアクセス充実を図る

 エネルギー消費をできるだけ抑えた、まちの中心拠点と地域の拠点をつなぐ公共交通ネットワーク
の利便性向上を目指す

 公共インフラは、既存ストックを有効活用し、必要に応じて新設整備を図る
 特に、ウォーカブルシティ実現は、市の努力と共に沿道で暮らし働く人びとの参画・協働もあって

可能となるため、アイディアを出し合い実践し合うための話し合いの機会を設ける

まちなかにはいろいろなお店があって出かけ
るのが楽しい。休日はお年寄りから家族連れ
までたくさんの人でにぎわっている。
（小山市立地適正化計画より引用）

バスを使えば郵便局や最寄りの駅まで行き
やすい。最近まで、バス利用者も増えてき
たようで、減便の心配はなさそうだ。
（小山市立地適正化計画より引用）

動画使用
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今後の方向性（案）chapter 6

④公園緑地機能の保全・強化および農村環境の維持・保全

 公園緑地は、②にある「グリーンインフラの推進」「自然環境の保全」を基本として、低炭素化や生物
多様性に配慮したまちづくりを目指すために、保全と整備を図る

 市民のニーズに即して既存公園の再整備、適切な再配置を目指す
 風土性調査の結果を踏まえて、市内の緑地、水辺の現況を把握、評価し、適切な緑の保全と緑化の推進

を目指す
 農業・農村は食料生産のほか、水源の涵養や自然環境の保全、良好な景観の形成などの多面的機能を有

しており、農地を保全すべき生産基盤・緑として位置づけ、豊かな田園環境の保全を推進する
 農地の保全を推進する一方で、都市と農村の交流や農作物の地産地消の推進を図るための規制緩和等

（市民農園、農家レストラン、公共施設の利活用など）を検討する
 ③「ウォーカブルシティ」「歩行者・自転車道の回遊性ネットワーク」は、②「グリーンインフラの推

進」「自然環境の保全」を基本に、道路の緑量をできるだけ増やし、可能な場所では公園緑地や民有の
緑地、農地、河川、水路・ため池などと結びつけた上に、実現していく

 上記の市と市民の協力によって形成される公園緑地のネットワーク（公園緑地系統、公園緑地帯、また
は生態回廊）を、小山市の都市部と田園部を生態的につなぐ、「田園環境都市 小山」の緑と水の骨格

として位置づけ、市民に対して情報発信し、市民と共有し、保全・整備に努めていく

渡良瀬遊水地第２調節池
に定住するコウノトリ
「ひかる」

思川アプローチ広場から望む
「思川緑地」

動画使用


